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令和７年度施政方針 

 

本日、ここに、令和７年度当初予算案を含め、諸議案のご審議をお願い

するにあたり、新年度の市政運営に臨む所信の一端を申し述べるととも

に、諸施策の概要についてご説明し、市議会議員各位並びに市民の皆様の

ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。  

 

わが国の経済は、コストカット型の対応を続けてきた「失われた三十年」

と新型コロナウイルス感染症が拡大した苦難の３年間を乗り越え、経済

状況は改善し、３３年ぶりの高い水準となった賃上げが実現するなど、成

長と分配の好循環が動き始め、デフレに後戻りすることなく、「賃上げと

投資が牽引する成長型経済」に移行できるかどうかの分岐点にあります。 

 

政府は、こうした状況を踏まえ、全ての世代の現在・将来にわたる賃金・

所得を増やすための「日本経済・地方経済の成長」、誰一人取り残さない

成長型経済への移行に道筋をつけるための「物価高の克服」、成長型経済

へ移行する礎を築くための「国民の安心・安全の確保」を柱とし、更に政

策を前進させ、こうした取組によって、全ての国民が安心と安全を感じら

れる未来を創っていくことをめざすとしております。  

また、「地方こそ成長の主役である」と掲げ、日本の活力を取り戻す経

済政策である「地方創生２．０」を起動し、新技術を徹底的に活用しなが

ら、国民・国・地方が一丸となって地方創生の機運醸成、地方創生の好事

例の横展開を通じて、希望と幸せを実感する社会を実現するとしている

ことから、地方自治体においては、この理念に基づいた施策の推進が求め

られております。  

 

本市におきましては、令和６年度から、人と自然が調和した持続可能な
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まちとして、子どもたちが愛着と誇りをもって受け継いでいけるよう、循

環・共生・自立を基軸とした「第３期オーガニックなまちづくりアクショ

ンプラン」をスタートさせました。本プランは、これまでに根付いた意識

や取組を引き継ぐとともに、新たなステージへと踏み出す重要な視点と

して、経済・環境・社会の三側面の統合的向上を図る「きさらづ地域循環

共生圏」の創造を掲げ、市内外の多様な主体と連携し、５つのテーマに基

づく１８の取組を進めております。また、今後の地域を支える生産年齢人

口の増加傾向が続く一方で、出生数の減少が続いていることから、子育て

世代が「木更津で子どもを育てたい」と思うまちの実現に向け、妊娠期か

ら子育て期までの切れ目のない相談支援体制を強化する「こども家庭セ

ンター」を発足するなど、個々のケースに寄り添った子育て支援の充実を

図るとともに、子どもの健やかな成長を支える教育環境の整備に取り組

んでおります。  

 

令和７年度においては、少子高齢化による人口構造の変化や担い手不

足、さらに世界規模で進行する気候変動による大規模災害の多発など、地

域課題や市民ニーズに柔軟に対応するため、市民をはじめ市内外の事業

者、団体等との積極的な対話を通じて、より多くの多様な主体との共創に

よる循環の輪を広げる取組を生み出してまいります。こうした中、令和８

年４月に供用開始予定の朝日新庁舎においては、地域資源の有効活用や

環境への配慮を踏まえた、エシカルな施設整備を進め、オーガニックなま

ちづくりをより一層推進してまいります。また、新たにスタートする「第

２期中心市街地活性化基本計画」では、市民交流プラザや吾妻公園文化芸

術施設などの多世代が交流する場を創出し、街なかの魅力を高めること

により、人と人が行き交う、にぎわいあふれる「みなとまち木更津」の再

生に向けて取り組んでまいります。さらに、「第３期子ども・子育て支援

事業計画」により、これまでの取組を充実・発展させるとともに、「こど
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もまんなか」の考えのもと、子どもがその子らしく生きることができるよ

う、子育て世代がよりよく暮らせるまちづくりを推進してまいります。こ

のように日常生活の質を向上させ、市民一人ひとりの幸福を大切にし、誰

もが安心して暮らせるウェルビーイングの高い社会の実現に取り組んで

まいります。  

木更津駐屯地に暫定配備されている陸上自衛隊Ｖ－２２オスプレイに

つきましては、引き続き市民の安全・安心の確保に向けて全力で取り組む

とともに、本年７月までとする暫定配備期間の厳守を防衛省に求めてま

いります。  

 

本日、今定例会に提案いたしました、令和７年度当初予算案を含め、新

年度に取り組む主な施策の概要につきまして、基本構想に定めるまちづ

くりの基本方向に沿ってご説明申し上げます。  

 

第１  安心・安全でいきいきとした暮らしづくり  

第１は、「安心・安全でいきいきとした暮らしづくり」です。誰もが健

康でいきいきと、安心・安全で快適に暮らすことのできるまちづくりを進

めてまいります。  

 

保健・医療の充実につきましては、人生１００年時代を迎えるにあたり、

健康寿命の延伸と健康格差縮小に向けた取組を推進してまいります。な

かでも、生活習慣病の発症や重症化に強く関連する肥満の予防、改善を図

るため、地域の事業所と連携を深め、各ライフステージに応じた保健指導

を充実させるとともに、体組成計「らづＢｏｄｙ」や健康アプリ「らづＦ

ｉｔ」を活用し、市民が主体的に健康管理を行える環境づくりに取り組ん

でまいります。また、がんの早期発見、早期治療に結びつけるため、市民

ががん検診の重要性を理解し、積極的に受診することができるよう、がん
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に関する知識の普及と受診しやすい環境を整えてまいります。さらに、予

防接種事業につきましては、定期接種化が予定されている帯状疱疹ワク

チンの接種費用の一部を助成し、疾病の発生や重症化の予防を図ってま

いります。  

国民健康保険につきましては、安定した財政運営を図るため、国民健康

保険税の収納率を向上させる取組を強化するとともに、特定健康診査や

特定保健指導を通じて生活習慣病の発症予防や重症化予防に取り組み、

将来にわたる医療費の適正化につなげてまいります。また、マイナ保険証

の普及促進に向けた広報活動の充実、利用登録への支援体制の整備を促

進し、利用者の利便性を高めてまいります。  

地域福祉の推進につきましては、すべての市民が住み慣れた地域で自

分らしく暮らすことができる、お互いが支え合う社会を構築するため、地

域生活課題を受け止めるネットワークづくりや複雑化・複合化した福祉

課題に対応する重層的支援体制の充実、成年後見制度をはじめとした市

民の権利擁護に取り組むとともに、本年１２月の民生委員・児童委員の一

斉改選に向け、担い手の確保を図ってまいります。また、市民に寄り添っ

た相談支援を向上させるため、住居の確保が困難な市民への居住相談支

援体制の構築とデジタル技術を活用した相談支援業務の質の確保に取り

組んでまいります。自殺対策につきましては、心の健康や自殺対策に関す

る知識向上を図るため、専門家による講演会を継続開催してまいります。 

高齢者支援の充実につきましては、高齢者が健康で活動的な生活を過

ごせるよう、介護予防教室開催や住民主体の通いの場である各種サーク

ルへの支援を引き続き行うとともに、見守りキーホルダーや緊急通報シ

ステムなどのサービスの利用を促進し、高齢者の見守りに取り組んでま

いります。また、認知症に対する理解を深め、認知症の方やその家族が住

み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう認知症サポーターの養成

を推進するとともに、様々な人が支え合い、生きがいややりがいを持った
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地域共生社会の実現に向け、居場所づくりの取組や担い手の発掘を支援

してまいります。さらに、医療・介護を一体的に提供する看護小規模多機

能型居宅介護の在宅サービスや介護老人福祉施設など、介護サービス基

盤の整備を進めるとともに、介護人材の確保に向けた研修や外国人人材

に対する日本語学習への支援を引き続き行うことで、地域包括ケアシス

テムの深化を図ってまいります。  

障がい者支援の充実につきましては、障がい者が住み慣れた地域で安

心して自立した生活を送れるよう最適な障害福祉サービスを提供しなが

ら、基幹相談支援センターを軸とした相談支援体制の強化、障がい者の重

度化・高齢化・親亡き後を見据えた地域生活支援拠点等の拡充や精神障が

いにも対応した地域包括ケアシステムの充実を図ってまいります。また、

地域共生社会の実現に向け、障がい者への理解を促進するため、スポーツ

大会の開催、障がい者が生産工程に携わった食品や作品の販売をはじめ

とするイベントを行うなど、人と人がつながる機会の創出に取り組んで

まいります。さらに、障がい者やその介護者の経済的負担を軽減し、社会

参加の促進を図るため、医療費助成や各種手当支給による支援を行うと

ともに、保健・医療・福祉・教育等の関係機関が緊密に連携した総合的な

支援体制を拡充してまいります。  

災害に強いまちづくりの推進につきましては、地区別に災害リスクを

整理した「地区別防災指針」を活用しつつ、地区まちづくり協議会等が策

定する「地区防災計画」の策定支援を拡大していくとともに、大規模災害

に備えた住宅の耐震化や危険ブロック塀の除却を一層促進するなど、事

前防災を強化してまいります。また、避難場所看板の更新や防災ハザード

マップの音声コード対応などを進めるとともに、市民の生命や財産を守

る減災に取り組んでまいります。さらに、災害協力井戸数の増加を目的と

した水質検査の助成や地震に伴う液状化、土砂災害等により、孤立する可

能性のある地区に対し、災害時に必要とする備蓄物資等の充実を図って
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まいります。加えて、地域防災力の強化につきましては、引き続き市防災

訓練と同時に各地区の訓練を実施することにより、防災意識の向上や自

主的な活動の活性化に取り組むとともに、防災ジュニアハイスクール等

を開催するなど、自助・共助・公助が一体となった支え合いによる防災・

減災対策を進めてまいります。  

消防・救急救助体制の充実につきましては、防災拠点としての機能充実

を図るため、消防署富来田分署の令和８年度供用開始に向け、建築工事に

着手するとともに、複雑化・多様化する災害に対応するため、水槽付消防

ポンプ自動車や高規格救急自動車、消防団員が運用する小型動力ポンプ

付積載車の更新に取り組んでまいります。また、長時間にわたる消火活動

や大規模災害時等における活用を図るため、トイレカーを配備するとと

もに、消防資機材の計画的な更新整備を行うことで、消防力の充実強化を

図ってまいります。さらに、ＳＮＳ等を活用し消防の活動や魅力を積極的

に伝え、消防力を広く周知することで、市民に暮らしの安心を提供してま

いります。  

防犯体制の充実につきましては、警察や防犯関係団体と連携し、講習会

の開催や詐欺手口の情報提供等により、市民の意識の向上を図るととも

に、防犯ボックスのセーフティアドバイザーによる見守り活動やパトロ

ールを実施し、犯罪の未然防止に取り組んでまいります。また、近年凶悪

化・多様化する犯罪を地域全体で抑止するため、防犯カメラの設置や更新

を進め、地域で活動を行うボランティア団体や防犯灯を設置する自治会

への支援を行うとともに、日常の中で防犯の視点を持った生活を心がけ

る「プラス防犯」活動を推進することにより、地域防犯力の強化を図って

まいります。  

交通安全対策の充実につきましては、「ゼブラ・ストップ活動」の徹底

をはじめとした、運転者の事故防止意識の向上や飲酒運転の根絶に向け、

更なる啓発活動に取り組んでまいります。また、自転車の交通事故による



- 7 - 

被害を軽減するため、「ちばサイクルール」の遵守徹底のほか、自転車乗

車時のヘルメット購入費用の一部を補助するなど、安全利用促進に向け

た取組を進めてまいります。  

消費者支援の充実につきましては、消費者が安心・安全に暮らすことが

できる社会の実現に向けて、関係機関との連携を強化し、若い世代から高

齢者まであらゆる世代が消費者トラブルに巻き込まれないよう、消費生

活相談員による出前講座の開催や啓発冊子の配布などを通じた消費者教

育に取り組んでまいります。  

 

第２  子どもを育む環境づくり  

第２は、「子どもを育む環境づくり」です。次代を担う子どもたちの、

心身ともに健やかでいきいきとした成長を、地域社会全体で支え、見守る

まちづくりを進めてまいります。  

 

子育て支援の充実につきましては、子ども・若者支援や子どもの貧困対

策等の計画と一体化させた「（仮称）こども計画」の策定に取り組み、す

べての子どもがその子らしく生きることができる環境を整えてまいりま

す。また、「こども家庭センター」を中心に、妊娠や出産、育児の悩みに

専門職が迅速かつ的確に対応し、産後ケア事業や家事育児支援、一時預か

り事業の利用を促しながら、子育ての不安解消と児童虐待の予防を図っ

てまいります。児童発達支援につきましては、心理専門職を配置すること

で、子どもの特性に合わせ、きめ細やかに支援してまいります。ひとり親

家庭への支援につきましては、離婚前後の相談や就労相談を通じて自立

に向けた支援を強化してまいります。保育の充実につきましては、病児保

育のニーズの高まりに対応できるよう、関係機関への働きかけを行って

まいります。また、放課後児童クラブへの運営補助や送迎範囲の広域化等

の協力要請を行いながら、受け入れ児童の拡充を図ることで、子どもの居
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場所づくりに取り組んでまいります。  

学校教育の充実につきましては、「家庭、地域社会、学校・行政による

トライアングル子育て運動」の基本理念に基づき、社会に開かれ、地域と

連携した特色ある学校づくりを推進し、木更津の未来を担うことができ

る人材育成に取り組んでまいります。また、きさらづ特認校を、学校運営

協議会によるコミュニティスクールとし、特色ある学校づくりを推進す

ることで、地域活性化につなげてまいります。教育内容につきましては、

「総合的な学習の時間」における、包括連携協定企業や地域の教育的リソ

ース等を活用した出前授業、体験学習を実施することに加え、友好都市等

との国際交流や外国人指導助手（ＡＬＴ）の活動を通じて、外国語教育や

国際理解教育の更なる充実を図り、グローバル化に対応した想像力豊か

な児童生徒を育成してまいります。また、児童生徒の使用するタブレット

端末や教職員の使用する校務支援システムを更新するとともに、図書館

と連携した電子書籍による読書活動や包括的性教育などの教育活動の充

実に向けて、関係機関と連携し取り組んでまいります。さらに、中学校合

同生徒会の自主的・自律的な活動を通じて、市政や地域活動への参画を促

進し、未来を見据えた視点から課題意識が持てる力を育めるよう支援し

てまいります。加えて、不登校や特別な支援が必要な児童生徒に対応する

ため、メタバースシステムによる「オンラインあさひ学級」の効果的な運

用やスクールソーシャルワーカーの活動により、生徒指導の充実を図る

とともに、スクール・サポート・ティーチャーと外国人子女のための日本

語学習支援員を増員するなど、児童生徒一人ひとりに寄り添った魅力あ

る学校教育を推進し、「自立する力」と「共生する姿勢」を育んでまいり

ます。  

学校施設につきましては、児童生徒数が増加している金田小中学校の

施設整備を進めるほか、特別教室等の空調設備設置に向けた設計業務を

実施してまいります。また、適切な施設管理や計画的な改修を実施するこ
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とで、日常における児童生徒の快適な学習環境の向上と災害時における

避難所の機能強化に取り組んでまいります。  

学校給食につきましては、米飯提供日１００％有機米をめざすほか、市

場等と連携し、地元産農林水産物を取り入れるための仕組みを拡充し、地

産地消給食を充実させてまいります。また、炊飯施設を兼ね備えた新しい

給食施設の整備を引き続き検討してまいります。  

青少年の健全育成につきましては、子どもの居場所づくりや青少年が

自ら学び育つことのできる環境整備に、家庭・地域・行政が連携し取り組

んでまいります。また、人間関係の構築や次代の担い手となる人材の育成

など、青少年の社会参加活動への支援に積極的に取り組んでまいります。 

 

第３  まちを支える人づくり  

第３は、「まちを支える人づくり」です。市民が、生涯学習やスポーツ

活動を通じて得た成果を地域社会の中で活かすとともに、貴重な文化を

次の世代に継承していくことで、まちの担い手やふるさとに誇りと愛着

を持てる人を育んでまいります。  

 

社会教育の充実につきましては、市民が学び直しをする機運の高まり

に応じて、出前講座や官学連携による「きさらづ市民カレッジ」の開催な

ど、より多くの市民・団体等が参加できる学習機会の創出に取り組んでま

いります。公民館におきましては、市民の多様なニーズに応じた学びの機

会を提供し、自主的な社会教育活動を促進するとともに、地域社会におけ

る新たなコミュニティの場を創出してまいります。図書館におきまして

は、郷土資料のデジタル化や電子図書サービスの充実を図り、幅広い読書

活動を推進してまいります。また、豊富な郷土資料を活用した企画展示を

開催し、歴史と文化を身近に感じる機会を提供してまいります。さらに、

子ども司書養成講座、１日図書館員体験などの事業の展開により、子ども
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の読書活動が充実するよう取り組んでまいります。  

スポーツ・レクリエーションの振興につきましては、「市民新春マラソ

ン大会」など各種イベントを通じて、スポーツに親しむ機会を創出すると

ともに、市民の健康維持・増進を図ってまいります。また、多くの方が参

加する「木更津トライアスロン大会」などの大規模なスポーツイベントを

通じ、市外からの参加者等に本市の魅力を感じてもらえるよう情報発信

を行うほか、市営体育施設の利用を促進しスポーツを通じた交流・関係人

口の拡大につなげてまいります。さらに、多くの市民が気軽にスポーツを

楽しみ、快適に利用できるよう市民体育館の環境整備を行うとともに、移

転する市営弓道場につきましては、令和８年度の供用開始に向け整備を

進めてまいります。  

市民文化の充実につきましては、新たな市史の刊行を継続するととも

に、公開講座の開催や木更津市史デジタルアーカイブのコンテンツ公開

を通じて、木更津の歴史的な魅力を広く発信してまいります。また、将来

的な国宝指定を視野に、国指定重要文化財「千葉県金鈴塚古墳出土品」を

含めた郷土の文化遺産を後世に伝えられるよう、市民の地域に対する誇

りと愛着を育んでまいります。さらに、親子を対象としたコンサートやア

ートワークショップの開催など、市民が文化芸術に触れる機会を創出し

てまいります。加えて、ホール・図書館・中央公民館を複合した文化芸術

施設の整備につきましては、子どもから高齢者まで多世代が気軽に集い、

学び・憩える・心地よい空間の創出に向けて、令和１０年度の供用開始を

めざし、実施設計に取り組んでまいります。郷土博物館金のすずにおきま

しては、特別展・企画展の開催や博物館展示室における二次元コード設置

の拡大を図り、ＤＸ化による展示資料に関する詳細な情報の閲覧を推進

することで、より多くの方々が郷土の文化財や美術品について学べる環

境づくりに取り組んでまいります。  

人権擁護の推進につきましては、小中学校での人権教室や講話、子ども
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のポスター原画展を開催するほか、人権・行政合同相談の実施、各種イベ

ントでの啓発活動を通じて、人権問題の正しい理解を深めるとともに、人

権を尊重する意識の醸成を図ってまいります。また、「パートナーシップ・

ファミリーシップ宣誓制度」の有用性を高めるため、県内だけでなく、県

外の自治体との連携強化に取り組んでまいります。   

男女共同参画の推進につきましては、男女共同参画フォーラムの開催

や情報紙デュエットの発行による啓発活動により、性別等にかかわりな

く、誰もが自分らしく安心して暮らせる共生社会の実現を図ってまいり

ます。また、ジェンダー平等の普及促進を図るため、小中高生を対象に、

多様性社会推進についてのリーフレットを配布するなど、周知を行うこ

とで、次代を担う若者の正しい知識と理解を深めてまいります。  

 

第４  まちのにぎわい・活力づくり  

第４は、「まちのにぎわい・活力づくり」です。市内外から人やモノが

集まる、賑わいと活力に満ちたまちづくりを進めてまいります。  

 

企業誘致の推進につきましては、産業用地が不足する実情を踏まえ、地

域特性を活かした戦略的なアプローチの実現に向けて、「企業誘致方針」

の見直しに取り組むとともに、県等と連携を図りながら、インターチェン

ジ周辺地区の早期かつ効果的な活用を促進するため、多様な開発手法の

検討を進めてまいります。また、陸上自衛隊木更津飛行場の民間利用の可

能性について、引き続き実現に向けた調査・研究を進めてまいります。  

農業の振興につきましては、地域の生産者と連携し、担い手の確保や経

営の安定化、生産性向上などの課題解決に取り組むとともに、各地域で策

定する地域計画に基づいた農地の集積・集約を促進してまいります。また、

農業者を支える総合的な基盤の構築と後継者の育成を推進するため、農

業支援センターの設立に向けて、生産者や関係団体、関係機関と協議を進
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めてまいります。さらに、農作物被害対策として防護柵の設置や狩猟免許

の取得支援により、生産者自らが農作物を守り、地域ぐるみで行う環境保

全対策を促進するとともに、ＧＰＳなどのＩＣＴを活用し、捕獲効率の向

上を図ってまいります。有機農産物の生産拡大につきましては、小麦や大

麦の栽培実証による生産促進に取り組んでまいります。また、「きさらづ

学校給食米」につきましては、収量向上と規格外米を活用した商品開発に

取り組むとともに、都内小中学校の給食への提供を通じて、品質の高さを

広くＰＲし、ブランド力の向上を図ってまいります。  

林業の振興につきましては、森林所有者への意向調査、危険木の予防伐

採や伐採跡地への植栽・保育に加え、市内産間伐材の公共施設への活用を

推進してまいります。また、森林の整備・保全に対する支援を継続すると

ともに、林道施設の適正な維持管理を行ってまいります。  

水産業の振興につきましては、漁場環境の改善とブルーカーボンの創

出をめざし、アマモ・コアマモの育成や活用に取り組んでまいります。ま

た、本市の主要な漁獲物であるアサリや海苔の生産量安定を図るため、食

害対策としてクロダイの捕獲や有効活用について、漁業協同組合と連携・

協力し、検討を進めてまいります。  

食育の推進につきましては、生涯にわたり健全な心身を育むことがで

きるよう、関係団体と連携・協力しながら、食育月間に合わせた啓発活動

や農作業収穫体験を実施するとともに、地域で生産された農林水産物を

積極的に取り扱う「木更津市地産地消推進店」の増加に向けた取組を推進

し、域内消費をより一層拡大しながら、市民一人ひとりの食育に対する理

解を深めてまいります。  

商工業の振興につきましては、物価高騰や人手不足など、厳しい経営環

境におかれる事業者に対し、らづ－Ｂｉｚによる伴走型の経営支援・創業

支援を行うとともに、商工会議所と連携した外国人人材の受入支援等を

進めてまいります。また、電子地域通貨「アクアコイン」の普及につきま
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しては、公民連携による利用者・加盟店の増加に向けた取組を強化すると

ともに、加盟店間の取引を活性化させるため、アクアコインによる補助金

の支出など、市を起点とした流通の拡大に取り組んでまいります。  

公設地方卸売市場につきましては、場内の安全対策や衛生管理の徹底、

取り扱う農水産物の販路を域内外に広げるなど、市場の機能強化に取り

組んでまいります。青果部では、卸売業者の有機ＪＡＳ小分け事業者認証

を活かし、域内外の有機農産物への需要を高めるとともに、東京都中央卸

売市場（大田市場）への販路を活用し、地域産有機農産物の取引規模拡大

を図ってまいります。また、水産物部では、鮮魚加工事業を強化するとと

もに、ふるさと応援寄附金制度を通じてブランド力の向上と流通拡大に

取り組んでまいります。さらに、卸売業者事務所につきましては、従業員

等の安全を確保するため、仮設事務所の整備を令和９年度の供用開始に

向けて進めてまいります。  

勤労者支援の充実につきましては、多様な人材の活躍推進に向け、女性

やシニア向けの就労支援セミナーを開催するとともに、市内事業者への

就業促進を図るため、ハローワークと連携し、合同就職説明会や面接会を

開催してまいります。また、誰もが働きやすい職場・社会環境の実現に向

けて働き方改革実践企業の登録促進やセミナーを開催し、機運の醸成を

図ってまいります。  

観光の振興につきましては、オーガニックなまちづくりを基軸とした

「第３次観光振興計画」を策定し、観光地域づくり法人「きさらづＤＭＯ」

と連携して里山・里海などの地域資源を活かした体験型プログラムや民

間施設を活用したＳＤＧｓに関する環境学習プログラムの充実を図って

まいります。また、アジア諸国を中心としたインバウンド誘致に向けて、

県と連携した情報発信や受入環境の整備を進めてまいります。さらに、

「木更津港まつり」や「パークベイフェスティバル」など、港を活かした

イベントを通じて本市への誘客を図るとともに、近隣市を巡る広域的な
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イベントを展開し、サイクルツーリズムを推進してまいります。加えて、

千葉県誕生１５０周年記念事業の一環として実施した「百年後芸術祭－

内房総アートフェス－」につきましては、県や関係市と協議を重ね、広域

連携による継続開催に向けて取り組んでまいります。  

広域交流の推進につきましては、基本構想の「まちの活力をけん引する

拠点づくり」に掲げる、木更津駅周辺地区、金田地区及びインターチェン

ジ周辺地区の拠点づくりを引き続き推進してまいります。木更津駅周辺

地区につきましては、「第２期中心市街地活性化基本計画」に基づき、富

士見通りの歩道再整備や駅前新庁舎、吾妻公園文化芸術施設の整備など、

中心市街地活性化に資する取組を総合的かつ一体的に推進してまいりま

す。また、一般社団法人「まちづくり木更津」が行う「駅の図書室ＦＬＡ

Ｔ」の運営や「駅ピアノフェスティバル」、ユース世代と連携した取組を

支援し、街なかのにぎわい創出と魅力発信につなげてまいります。パーク

ベイプロジェクトの推進につきましては、吾妻公園文化芸術施設の整備

を進める中で、より人が集い、憩う場所を創出するため、公園内の一部区

画への民間集客施設の誘致に取り組んでまいります。金田地区につきま

しては、木更津金田バスターミナルの利便性向上をめざし、高速バス乗り

入れ便数や乗継可能路線の増加に向けて取り組んでまいります。また、木

更津東インターチェンジ周辺地区につきましては、道の駅「木更津  うま

くたの里」利用者の利便性や安全性の向上を図るため、第２駐車場を拡張

し、農業振興や観光振興の広域交流拠点としての機能強化を図ってまい

ります。  

国際交流の推進につきましては、アメリカ合衆国オーシャンサイド市

と姉妹都市提携３５周年を迎えることから、国際交流協会と連携し、記念

行事の実施に向けて調整を進めてまいります。また、アジア各国の友好都

市等との更なる交流の促進に向けて、オンライン・オフラインを相互に活

用した交流機会を創出し、次代を担う子どもたちをはじめ、進展するグロ
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ーバル社会に対応した国際性豊かな人材の育成に取り組んでまいります。

さらに、外国人市民が安心して暮らし、働くことのできる、多文化共生の

地域づくりにつきましては、サポートデスク等を通じた日常生活の支援

を行うとともに、その取組を広く周知するため、関係団体との連携を強化

してまいります。  

 

第５  まちの快適・うるおい空間づくり  

第５は、「まちの快適・うるおい空間づくり」です。幹線道路や地域内

道路、公共交通の充実を図り、豊かな自然環境との共生を通じ、快適でう

るおいのあるまちづくりを進めてまいります。  

 

土地利用の適正化につきましては、地域の魅力を活かした持続可能で

暮らしやすいまちの実現をめざし、都市計画区域マスタープラン等の都

市計画を適切に見直してまいります。市街化調整区域におきましては、自

然環境や農地を保全するとともに、都市計画制度を活用した住民主体の

適切な土地利用を進め、地域の活性化や集落の維持を図ってまいります。 

市街地整備の充実につきましては、金田西特定土地区画整理事業の完

了を見据え、バスターミナルに隣接する金田第一駐車場の再整備に取り

組むとともに、引き続き県と連携・協力し、多様な都市機能の集積を推進

してまいります。  

公園・緑地の充実につきましては、誰もが安全で安心して利用できる環

境を整備するため、中の島大橋の改修や公園遊具の点検・修繕に取り組ん

でまいります。また、金田西地区におきましては、新たな公園整備を進め

るとともに、テニスや野球などで多くの市民が集う小櫃堰公園におきま

しては、利用者の利便性の向上を図るため、駐車場の拡張に取り組んでま

いります。さらに、太田山公園におきましては、年間を通じて多くの人が

憩う公園の実現に向けた基本設計に取り組むとともに、きみさらずタワ
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ーの長寿命化対策を進めてまいります。  

住環境の整備につきましては、市民が快適で安全に住み続けることが

できるよう、長期優良住宅の認定を引き続き実施することで、住宅ストッ

クの質の向上を図ってまいります。また、空家等の対策として、空家バン

クや空家リフォーム助成制度により、その利活用を促進するとともに、そ

のまま放置すれば保安上危険となる空家等につきましては、所有者に空

家除却工事補助金制度を案内するなど、適切な管理を促してまいります。 

良好な景観形成の推進につきましては、富士見通りの歩道再整備を進

める中で、木更津らしい魅力的な街並みを実現するため、周辺建築物の修

繕や改築を引き続き支援していくとともに、景観づくりに関するガイド

ラインの配布等を通じて、地域住民等の意識を高め、地域と協働しながら

景観向上に資する取組を推進してまいります。さらに、市民等が主体とな

って選定する１００年後に残したい景観を次代に伝えていくため、景観

を守り育てる基準づくりに取り組んでまいります。  

交通体系の充実につきましては、都市計画道路「中野畑沢線」桜井工区

や「鎌足木更津港線」の幹線道路整備を推進するとともに、富来田地区の

幹線道路となる「下郡大稲線」につきましても、関係機関との調整を進め

てまいります。また、金田地区につきましては、周辺道路における交通量

の分散化・平準化をめざし、本年４月から新たな料金体系で実施される東

京湾アクアライン社会実験の状況を注視するとともに、「中野畑沢線」中

野工区の整備を県と連携して進めてまいります。道路施設につきまして

は、予防的な保全を行うことで、コストの縮減と事業費の平準化を図り、

長期的な道路の安全性と耐久性の確保に取り組んでまいります。また、自

転車の活用推進につきましては、安全で快適な走行を可能とする道路整

備や交通安全の強化をはじめ、環境保全や健康増進、観光振興などの多様

な視点を取り入れた、自転車活用推進計画の策定に取り組んでまいりま

す。  
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公共交通につきましては、地域特性に応じた地域公共交通ネットワー

クの構築を実現するため、交通事業者とバス路線の再編等に取り組むと

ともに、富来田地区の自家用有償旅客運送「ふくちゃんバス」の運行支援

のほか、交通不便地域への新たな交通システムの導入に向けた支援を行

ってまいります。また、自動運転バスなどの新たなモビリティサービスの

活用に向けて関係事業者と連携し、検討を進めてまいります。  

港湾機能の充実につきましては、県の新たな「木更津港長期構想」に沿

った「木更津港港湾計画」の改訂を見据え、早期の港湾整備を働きかける

とともに、県と連携して関係団体との調整を進め、木更津港の更なる発展

に資する取組を推進してまいります。  

上水道の充実につきましては、かずさ水道広域連合企業団が担う安心・

安全な水道水の安定供給と持続可能な経営基盤の強化を支援してまいり

ます。また、君津地域４市の令和１１年度水道料金統一に向け、市民の負

担感を和らげるため、企業団や県、近隣３市との調整を進めてまいります。 

下水道等の整備につきましては、公衆衛生の確保を図るため、金田西地

区や清見台地区、真舟地区等の整備を進めるとともに、安定した経営基盤

の構築に向けて、ストックマネジメントに基づく計画的な点検や施設の

長寿命化を推進してまいります。さらに、下水汚泥の堆肥化施設につきま

しては、令和９年度の供用開始に向けて、施設整備を着実に推進すること

で、「きさらづ地域循環共生圏」の創造に向けた取組を加速化してまいり

ます。  

資源循環の推進につきましては、プラスチック製ごみの一括回収を開

始し、プラスチックの資源化を進めてまいります。また、市内外の様々な

ステークホルダーと連携し、更なるごみの分別に向けた事業系ごみの排

出実態の把握や剪定枝・給食残渣の資源化など、サーキュラーエコノミー

への移行に向けた取組を推進してまいります。新たな広域廃棄物処理事

業につきましては、令和９年度の供用開始に向けて、関係自治体や事業者
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と連携して施設整備に取り組んでまいります。  

生活衛生の向上につきましては、近隣３市と共同運用する火葬場「きみ

さらず聖苑」を適切に管理・運営することにより、安定的な火葬業務を行

ってまいります。市営霊園につきましては、遺族と連絡が取れない墓地の

整理を進め、利用希望者のニーズに応えるとともに、墓地内の景観の向上

を図ってまいります。動物の適正飼育につきましては、ボランティアや動

物愛護推進員等と連携を図りながら、動物の飼育に関する正しい理解と

知識を普及し、飼い主の責任感を育むとともに、動物と暮らしやすい環境

づくりに取り組んでまいります。  

地球温暖化対策の推進につきましては、「２０５０年ゼロカーボンシテ

ィ」の実現に向けて温室効果ガスの更なる削減をめざし、家庭用蓄電池や

電気自動車など、省エネルギー設備の設置を支援するとともに、太陽光等

の再生可能エネルギーの地産地消を推進するため、市内外のステークホ

ルダーと連携し、新たな地域循環型エネルギーシステムの構築に向けて

取り組んでまいります。  

環境の保全につきましては、大気・水質・騒音等の監視体制の充実を図

り、常時のデータ収集と解析を通じて環境状況を把握するとともに、生活

環境の適切な保全に取り組んでまいります。自然環境の保全につきまし

ては、盤洲干潟の保全活動や干潟観察会など、自然に触れて学習する機会

を拡充し、市民の環境保護の意識向上を図ってまいります。また、いっせ

んぼく湧水地を中心としたハンノキ湿原周辺の生態系の再生・活用に向

けた将来像を定めるとともに、その実現に向け、市民・事業者・団体と協

働して、植生状況の調査や倒竹木のチップ化などを進めてまいります。さ

らに、この取組をモデルとして、森林の健全な維持・管理につながる活動

を市内全域に波及させ、豊かな自然環境の次代への継承に向けて取り組

んでまいります。  

環境美化につきましては、ごみ拾いＳＮＳの活用により、ボランティア
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清掃の活性化を促進するとともに、不法投棄監視員によるパトロールの

実施や監視カメラの設置、庁内横断的に設置した「不法開発等対策チーム」

内の情報共有をはじめ、連携した違反指導を実施することで、不法投棄や

違法開発の未然防止や早期発見・早期対応に取り組んでまいります。  

 

第６  構想の実現に向けて  

これまでの取組と合わせ、「構想の実現に向けて」、市民参加・協働の推

進により市民総出のまちづくりを進めてまいります。また、情報発信力の

強化や質の高い行財政運営の推進、ＩＣＴ活用の推進など、発展から持続

への土台づくりを進めてまいります。  

 

市民参加の推進につきましては、市民アンケートや市民参加型ワーク

ショップ、「きさらづみなトーク」などの手法をかけ合わせることにより、

より多くの市民からの意見収集を実現するとともに、幅広い世代の市民

が、市政に参加できる機会の創出に取り組んでまいります。また、平時か

ら市政協力員とＳＮＳを活用した積極的な情報共有を行うとともに、災

害発生時においては、迅速かつ的確に必要な情報の提供・収集を行ってま

いります。  

魅力発信力の強化につきましては、多くの方が情報収集手段として利

用しているＳＮＳを活用し、文字だけでなく、画像や動画を組み合わせた

臨場感のある発信を行ってまいります。情報の発信にあたっては、市民や

本市に関心を寄せてくださる方の協力を得て情報の拡散を促し、幅広い

方面への訴求力を高めてまいります。また、オーガニックなまちづくりの

理念に沿った木更津ならではの上質な「モノ」や特徴ある「コト」に焦点

を当て、魅力ある地域資源を市内外に統一的にＰＲすることで市への愛

着や誇りをより一層育むとともに、本市の認知度向上やイメージアップ

を図ってまいります。さらに、企業版ふるさと納税やふるさと応援寄附金
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につきましては、プロモーションのツールとして本市の特色ある施策を

ＰＲしてまいります。返礼品の提供にあたっては、ふるさと応援寄附金を

きっかけとした地域のストーリーを発信するとともに、市内事業者の販

路拡大を支援してまいります。  

移住・定住の推進につきましては、ＳＮＳによる相談窓口の機能強化と

充実を図ってまいります。また、都心へのアクセスや自然環境にも恵まれ

た「転職しない移住先」の魅力を伝えるＰＲ動画を、市外や来訪者が多く

集まる市内の施設等で積極的に発信し、潜在的な移住希望者に対するア

プローチを強化してまいります。  

オーガニックなまちづくりの推進につきましては、「第３期オーガニッ

クなまちづくりアクションプラン」の着実な推進を図ることで、「ＳＤＧ

ｓ未来都市」としての役割を担うとともに、持続可能な地域づくりを加速

するため、「里山の再生」、「資源循環の促進」、「食・有機農業」、「再生可

能エネルギー」及び「里海の活用」の５つを柱とする「きさらづ地域循環

共生圏」の創造に向けて、市民をはじめ、市内外の多様な主体との協働・

共創によるローカルＳＤＧｓ事業の創出に取り組んでまいります。また、

複雑化・多様化する地域課題の解決に向けて、連携事業提案制度や包括連

携協定等を活用した公民連携を積極的に推進し、地方創生の深化を図っ

てまいります。さらに、国際会議観光都市として「オーガニックシティき

さらづ」を広くＰＲするため、オーガニック産業に焦点を当てた国際フォ

ーラムの開催を企画してまいります。  

協働によるまちづくりの推進につきましては、更なる地域自治の活性

化をめざし、地区担当職員制度の充実や各地区まちづくり協議会への支

援を強化するとともに、地区間や関連団体との連携を深めてまいります。

また、公民館におきましては、地域の生涯学習・文化活動の中核的役割を

担うとともに、各地域の多様な主体による取組を支援し、新たな価値とつ

ながりを創出してまいります。さらに、市民活動支援センター「きさらづ
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みらいラボ」を拠点とし、地域課題の解決に向けた市民の主体的な活動を

支援するとともに、新たにユース世代を中心とした多世代が交流する場

として、市民交流プラザの整備を進めてまいります。  

質の高い行財政運営の推進につきましては、各施策の取組を具体化し

ていくため、市民の多様化・複雑化するニーズに柔軟に対応できる組織の

編成に取り組んでまいります。また、専門性の高い職員の育成に取り組む

など、「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」の限られた行政資源を最大限に活用

し、歳出の削減を図るとともに、効果的かつ効率的な行政運営を進めてま

いります。  

土地開発公社の経営健全化につきましては、財政状況を踏まえ、事業の

進捗状況を見極めながら、効果的な買戻しを行うとともに、今後の公社の

あり方について引き続き検討を進めてまいります。  

財政につきましては、世代間の負担の公平に配慮しつつ、将来世代に過

度な負担を残さない計画的な財政運営を行うとともに、企業版ふるさと

納税やふるさと応援寄附金などの多様な財源を確保することに加え、新

たな財源として見込まれる宿泊税の活用に向けた検討を進めてまいりま

す。  

公共施設等の総合的な管理の推進につきましては、公共施設の機能移

転や複合化、効果的な利活用等の取組を進め、利便性の向上と持続可能な

まちづくりの実現をめざしてまいります。また、新庁舎につきましては、

朝日と駅前にそれぞれ庁舎を配置することで、市民の利便性向上と中心

市街地活性化に向けて取り組んでまいります。朝日新庁舎につきまして

は、市民の窓口業務を集約し、令和８年度の供用開始に向け、公民連携に

よる庁舎整備と移転業務を着実に推進してまいります。また、市民交流プ

ラザを複合した駅前新庁舎につきましては、令和１０年度の供用開始に

向け、庁舎の設計に加えて西口駐車場の解体工事を進めてまいります。  

広域行政の推進につきましては、君津郡市広域市町村圏事務組合が共
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同処理している救急急病医療事業を、本年４月から本市が担っていくと

ともに、その他の共同事務や事務組合の今後のあり方につきましても、引

き続き近隣３市等と協議してまいります。  

ＤＸ推進に向けたＩＣＴ活用につきましては、今後の人口減少社会に

おいても行政サービスを維持・強化していくため、行政手続きオンライン

化や書かない窓口など、市民と行政の接点となるフロントヤード改革を

更に進めるとともに、ガバメントクラウドを利用した基幹系業務システ

ムの標準化や生成ＡＩ活用ガイドラインの策定、マイナンバーの活用な

ど国の動向を踏まえ、さらなる業務の効率化を進めてまいります。  

 

以上６項目にわたり申し上げましたが、令和７年度一般会計の予算規

模は、当初予算５８１億２千２００万円、前年度当初予算と比較しますと

１１．８％の増となっております。  

なお、４つの特別会計の総額は２５６億５８０万円、下水道事業会計は

７４億２千４０２万８千円で、一般会計との合計額は９１１億５千１８

２万８千円となり、前年度当初予算比は７．９％の増となっております。  

 

以上が施策の概要でございますが、令和７年度は、私の市長としての３

期目の任期、最終年度となります。就任時に「次代につなぐ」をテーマと

して、共生と循環により地域を円熟する中で木更津らしい豊かさを確立

したいと願い、今まで取り組んでまいりました。この豊かさは、人生１０

０年時代においても充実した生活を送れる環境づくりによって支えられ

るものです。地域全体で子どもたちが学び、成長できる場を提供するとと

もに、地域社会が一人ひとりの人生に寄り添い、長寿社会における健康的

で豊かな生き方ができるよう、ただいま申し上げました諸施策に全力で

取り組む所存でございます。  
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結びにあたりまして、議員各位をはじめ、市民の皆様には、なお一層の

ご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。  


